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財薇膠酔
躁

沖
縄
・全
国
と
の
団
結
に
活
路

本
紙
記
者
座
談
会

佐
賀
空
港

へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
や
馬
毛
島

へ
の
米
軍
空
母
艦

載
機
訓
練
場
整
備
、
南
西
諸
島

へ
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
配
備
な
ど
、

日
本
全
国
で
地
元
住
民
の
口
を
封
じ
、
間
答
無
用
で
軍
備
増
強
を

押
し
付
け
る
暴
力
的
手
法
が
あ
ら
わ
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
計
画
を
め
ぐ

っ
て
防
衛
省
や
米
軍
は

「国
防
の
た

め
」
「国
民
を
守
る
た
め
」
と
宣
伝
し
た
。
だ
が
米
軍
再
編
計
画
決
定
か
ら

一
五
年
以
上

へ
た
現
実
は

「国
民
を
守
る
」

ど
こ
ろ
か
、
日
本
全
土
を
米
本
土
防
衛
の
弾
よ
け
に
す
る
も
の
で
し
か
な
か

っ
た
。
そ
も
そ
も
在
日
米
軍
再
編
で
日
本

は
ど
の
よ
う
に
変
貌
し
て
き
た
の
か
、
記
者
座
談
会
で
問
題
の
性
質
を
整
理
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
二
の
舞
い
に
さ
せ
ぬ

Ａ
　
佐
賀
空
港

へ
の
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
を
巡
る
防
衛
省

の
手
回
は
あ
ま
り
に
も
強
引

す
ぎ
る
。
佐
賀
空
港
を
め
ぐ

っ
て
は
同
空
港
建
設
時

（
一

九
九
〇
年
二
月
）
に
佐
賀
県

有
明
海
漁
協
が
佐
賀
県
と

「
自
衛
隊
と
の
共
用
は
し
な

い
」
と
い
う
公
害
防
止
協
定

を
結
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
第

二
次
世
界
大
戦
を
経
験
し
た

先
人
の
痛
恨
の
悲
願
が
込
め

ら
れ
、
佐
賀
空
港
が
爆
撃
対

象
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
未

来
永
劫
認
め
な
い
と
い
う
強

い
意
志
に
も
と
づ
く
協
定
だ

っ
た
。
こ
の
公
害
防
止
協
定

が
あ
る
た
め
、
い
く
ら
防
衛

省
が
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を
進

め
よ
う
と
し
て
も
計
画
は
動

か
な
か

っ
た
。

だ
が
二
年
前
に
就
任
し
た

西
久
保
組
〈
鼻

（の
も
と
で
非

公
開
会
合
が
何
度
も
持
た

れ
、
公
害
防
止
協
定
見
直
し

に
向
け
た
密
室
協
議
が
始
ま

っ
た
。
当
然
、
漁
師
や
地
域

住
民
の
猛
反
発
に
あ
い
、

一

〇
月
中
旬
は

「繁
忙
期
は
い

っ
た
ん
置
く
」
と
い
う
措
抗

状
態
に
な

っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
今
月

一
日
、
ノ
リ
漁
で

漁
業
者
が
も

っ
と
も
忙
し
い

時
期
を
見
計
ら

っ
て
、
漁
協

総
会
で
の
採
決
も
し
な
い
ま

ま
、
西
久
保
組
合
長
と
気
脈

を
通

じ
た
上
層
部
だ
け

で

「
公
害
防
止
協
定
」
の
見
直

し
を
決
定
し
た
。

Ｂ
　
す
る
と
大
手
メ
デ
ィ

ア
が
示
し
合
わ
せ
た
よ
う
に

「
漁
協
が
容
認
し
た

／
」
と

一
面
ト
ッ
プ
な
ど
で

一
斉
に

扱
い

「
も
う
決
ま

っ
た

こ

と
」
「
反
対
し
て
も
無
駄
」

と
い
う
雰
囲
気
を
煽

っ
た
。

漁
協

の
組
合
員
か
ら
す
れ

ば
、
ま
と
も
な
説
明
も
な
く

賛
成
も
し
て
い
な
い
公
害
防

止
協
定
見
直
し
が
勝
手
に
決

め
ら
れ
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

計
画
が
動
き
出
し
、
そ
の
結

果
、
有
明
海
の
ノ
リ
漁
が
壊

滅
的
打
撃

を
受
け
る
問
題

だ

。

こ
の
対
応

の
ど

こ
が

「国
を
守
る
」
「国
民
の
安
全

を
守
る
」
な
の
か
だ
。

Ｃ

米
一晃
苺
艦
（甦
罰

終
場餞
議
が
動
く
」紫
一島
基

地
問
題
を
巡

っ
て
も
、
住
民

無
視
の
動
き
は
露
骨
だ
。
馬

毛
島
の
あ
る
西
之
表
市
で
は

昨
年

一
月
の
市
長
選
で
基
地

反
対
を
公
約
に
掲
げ
た
八
板

市
長
が
当
選
し
た
が
、
防
衛

省
は
八
板
市
長
を

一
本
釣
り

し

「基
地
推
進
」

へ
と
り
込

ん
で
し
ま

っ
た
。
八
板
市
長

は

「基
地
反
対
」
と
い
わ
な

く
な
り

「
時
期
が
く
れ
ば
賛

否
表
明
す
る
」
と
ど

っ
ち
つ

か
ず
の
対
応
を
続
け
、
賛
否

表
明
を
し
な
い
ま
ま
基
地
建

設
手
続
き
を
進
め
る
手
法
を

と

っ
た
。

九
月
議
会
で
は
罵
毛
島
基

地
建
設
に
歯
止
め
を
か
け
る

一
■
り，
札
」
、
と‐‐
さ‥
れ
て
い
た

馬
毛
島
小
中
学
校
跡
地

（市

有
地
）
を
防
衛
省
に
売
り
飛

ば
す
議
案
成
立
を
主
導
し
、

「
行

動

を
見

れ

ば

裏

切

り

だ
」
「
選
挙
公
約
を
守
ら
な

い
な
ら
市
長
を
辞
職
せ
よ
」

と
住
民
か
ら
怒
り
が
噴
出
し

た
。
「
基
地
反
対
」
の
公
約

で
当
選
し
て

「基
地
推
進
」

を
や
る
の
だ
か
ら

「
選
挙
詐

欺
」
と
も
い
え
る
行
為
だ
。

「
北

朝

鮮

や

中

国

は

独

裁

だ
」
「
日
本
や
ア
メ
リ
カ
は

空母艦載機部隊

富
日
田
出
旧
明
側
自
一

練の一部移転
空自航
司令部 |

在日米軍の主な再編構想

沖縄

米■
「
諄1

空自築城基地

米軍キャンプ座間

米 軍 横 田 基地

米軍 岩 国 基 地

自・オス佐賀空港

′

ビン

東

海

｀
佐世保 陸自・相浦駐屯地 水陸機動団 2100人

与那国島 陸自・沿岸監視部隊 150人

キャンプ座間

(厚本から空母艦載機部隊移転 )

空自・築城基地 米海兵隊・有事展開拠点

・原子力空母を配備

石垣島 陸自・警備部隊、地対艦、
地対空ミサイル部隊 500～600人

対中国を想定した南西諸島

を中心にした主な軍事配置

ア

Ｄヽ

関西総局

京都市左京区吉田近衛26

電 話 075(761)3040
FAX(電 話と兼用)
名古屋

中村区靖国町2-94-12

電 話 052(414)1250

富山 富山市大塚 95

電 話 076(434)6887
岡山 倉敷市西中新田320-16

電 話 086(425)5927
沖縄 浦添市仲間1-2-8-102

電 話 098(878)1805
岩国 岩国市三笠町3-8-3

電 話 0827(21)6837

宇部 宇部市中尾 1-7-27

電 話 0836(31)2229

萩  萩市大字椿東4504番地
電 話 0838(22)2566

民
主
主
義
の
国
だ
」
と
メ
デ

ィ
ア
は
よ
く
い
う
が
、
日
本

の
現
実
は
と
て
も
民
主
主
義

と
い
え
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
。

Ａ
　
佐
賀
で
も
馬
毛
島
で

も
基
地
建
設
反
対
の
声
は
強

く

、
住
民
は
諦
め
て
い
な

い
。
だ
か
ら
上
層
部
だ
け

一

本
釣
り
し
て
勝
手
に
こ
と
を

進
め
た
り
、
選
挙
公
約
を
覆

し
て
強
引
に
諦
め
さ
せ
よ
う

と
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は

戦
時
中
、
日
本
の
国
民
み
な

が
戦
争
に
は
反
対
な
の
に
、

無
理
矢
理
戦
地
に
か
り
出
し

て
い

っ
た
手
口
と
ま

っ
た
く

同
じ
だ
。
こ
の
暴
力
的
で
民

主
主
義
を
否
定
す
る
手
口
こ

そ
国
民
を
戦
争
に
動
員
し
、

国
民
を
死
地
に
追
い
や
る
軍

隊
、
そ
‐し
て
戦
時
国
家
の
性

質
そ
の
も
の
だ
。

米
軍
再
編
計

画
の
全
体
像

Ｂ
　
佐
賀
空
港

へ
の
オ
ス

プ
レ
イ
配
備

へ
つ
な
が
る
米

軍
再
編

計
画

は

二
〇
〇
六

年

に
日
米
政
府

が
発
表

し

た
。一

九
九
五
年
九
月
に
沖
縄

で
米
兵
に
よ
る
少
女
暴
行
事

件
が
起
こ
り
、
二
〇
〇
四
年

八
月
に
は
普
天
間
基
地
所
属

の
米
軍

ヘ
リ
が
沖
縄
国
際
大

学
に
墜
落
し
た
。
そ
れ
は
沖

縄
戦
で
肉
親
を
奪
わ
れ
た
経

験
や
戦
後
の
米
軍
犯
罪

・
事

故

へ
の
怒
り
を
重
ね
て

「米

軍
は
日
本
か
ら
出
て
い
け
」

と
基
地
撤
去
世
論
が

一
気
に

高
ま

っ
た
時
期
だ

っ
た
。
こ

の
と
き

「
沖
縄

の
負
担
軽

減
」
ば
か
り
強
調
し
、
い
か

に
も
沖
縄
の
米
軍
基
地
を
縮

小
す
る
か
の
よ
う
な
装
い
で

提
示
し
た
の
が
在
日
米
軍
再

編
計
画
だ

っ
た

【
在
日
米
軍

の
主
な
再
編
構
想

の
図
参

照
】
。

Ｃ
　
沖
縄
関
連
の
米
軍
再

編
計
画
は
、
普
天
間
青箭
移̈

循
環
器

札
幌
一

設
（普
天
間
飛
″獲

代́
替
施

設
建
設
を
辺
野
古
に
設
置
）

と
米
兵
の
グ
ア
ム
移
転

（約

八
〇
〇
〇
人
の
米
兵
と
そ
の

家
族
九
〇
〇
〇
人
が
沖
縄
か

ら
グ
ア
ム
に
移
転
。
移
転
部

令
部
）

新
設
す
る
施
設
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
費

（算
定
額

一
〇
二

・

七
億
が
）
は
日
本
側
が
約
六

割

（六
〇

ｏ
九
億

ヽ
ド
ル
）
負
担

す
る
と
決
め
て
い
た
。

も
う

一
つ
は
基
地
返
還

で
、
返
還
対
象
は
キ
ャ
ン
プ

桑
江
や
普
天
間
飛
行
場
等
六

施
設
だ

っ
た
。
同
時
に
返
還

対
象
施
設
の
機
能
で
在
沖
米

軍
が
必
要
と
す
る
機
能
は
す

べ
て
沖
縄
県
内
に
移
設
す
る

と
も
規
定
し
て
い
た
。

さ
ら
に
米
軍
基
地
三
カ
所

（
嘉
手
納
、
三
沢
、
岩
国
）

で
実
施
し
て
い
た
米
軍
戦
闘

機
の
訓
練

を
築
城

、

新

田

原
、
百
里
、
小
松
、
三
沢
、

千
歳

の
六
空
自
基
地

に
移

転

す
る

こ
と
も
う

ち
出

し

た
。Ｄ

　
首
都
圏
関
連
で
は

「
キ

ャ
ン
プ
座
間
に
米
陸
軍

司
令
部
を
受
入
れ
、
そ
こ
へ

陸
上
自
衛
隊
中
央
即
応
集
団

司
令
部
を
移
転
」
「
在
日
米

軍
司
令
部
と
第
五
空
軍
司
令

部
の
あ
る
横
田
飛
行
場
に
航

空
自
衛
隊
航
空
総
隊
司
令
部

を
移
転
」
と
い
う
司
令
部
移

転
が
最
優
先
課
題
だ

っ
た
。

首
都
圏
に
日
米
共
同
統
合
運

用
調
整
所

（
ミ
サ
イ
ル
防
衛

拠
点
）
を
設
置
し
、
横
須
賀

基
地
に
原
子
力
空
母
を
配
備

(医 )
ヽト

、 、 ‐モ

し

団

喩

わ

0

g

「

Iコ

□

コ

一
一
〇

□

Eコ

普天間飛行場
空中綸油機

第 1列島線

第
２
列
島
線グアムQ

空自・新田原基地 米海兵隊。有事展開拠点

陸自・警備部隊、

馬毛島・種子島 米空母艦載機 FCLP兵姑拠点
゛`
｀
奄美大島

地対艦、地対空ミサイル部隊 550人

沖縄本島 空自・第9航空団

宮古島陸自・警備部隊、地対艦、

地対空ミサイル部隊 700～800人

〓

■
〓

―
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消
化
器

・
内
科

〈し
が
丘

ｒ
と
う
内
科

院
長

伊

東

修

一

印
清
田
区
美
し
が
丘
三
条
二
丁
目

す
る
計
画
も
あ

っ
た
。

そ
れ
と
岩
国
基
地

へ
の
厚

木
基
地
移
転

（厚
木
の
空
母

艦
載
機
五
七
機
、
米
兵

一
六

〇
〇
人
を
岩
国
に
配
備
）

だ
。
岩
国
で
は
普
天
間
基
地

の
空
中
給
油
機

一
二
機

（
米

兵‐
三
〇
〇
人
）

を
移
転

ざ

せ
、
岩
国
周
辺

へ
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ

（
空
母
艦
載
機
夜
間
離
着
陸

訓
練
）
基
地
を
建
設
す
る
計

画
も
動
き
出
し
た
。

Ａ
　
こ
の
在
日
米
軍
再
編

構
想
は
個
別
の
訓
練
移
転
や

一
部
の
地
域
の
計
画
だ
け
部

分
的
に
切
り
と
る
と
、
確
か

に
沖
縄
の
基
地
を
返
還
し
た

一り
、
在
沖
米
軍
の
グ
ア
ム
移

反
対
世
論
を

封
じ
る
手
口

Ｂ
　
こ
の
よ
う
な
米
軍
再

編
計
画
を
め
ぐ
り
、
全
国
で

批
判
世
論
が
噴
出
す
る
の
は

あ
た
り
ま
え
だ
。
政
府
は
二

〇
〇
五
年
に
一贈

計̈
画
対
象

と
な
る
米
軍

ｏ
自
衛
隊
基
地

に
隣
接
す
る
五
五
自
治
体
に

説
明
し
た
が
、
こ
こ
で
賛
意

を
示
し
た
の
は
東
京
都
知
事

の
石
原
慎
太
郎

（
当
時
）
だ

け
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
基
地

墜

佼
自
治
一９

〔外
で
も
反
対

の
声
が
広
が
り
、
在
日
米
軍

再

編
計
画
に
反
対
す
る
自
治

体
数

（首
長
の
表
明
と
議
会

の
意
見
書

・
決
議
等
）
は
二

一〇
〇
五
年
末
段
階
で

一
〇
〇

一カ
所
を
こ
え
た
。

Ｃ
　
具
体
的

に
は
北
海

青
森
、
一姿

、
墓
示
、

朝
締
神
棚
獣

能
ヽ
本
　
一　
規

闘

い
』

を
出
版
し

て
い
る

が
、
そ
の
な
か
で
中
国
電
力

の
上
関
原
発
建
設
に
反
対
し

て
四
〇
年
間
漁
業
補
償
金
を

受
け
と
ら
ず
、
た
た
か
い
続

け
て
い
る
祝
島
の
漁
業
者
の

と
り
く
み
と
の
関
係
で
漁
業

者
の
権
利
に
つ
い
て
以
下
の

よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

憲
法
二
九
条

一
項
は

「財

産
権
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い

る
。
し
た
が

っ
て
、
事
業
者

が
財
産
権
を
侵
害
す
る
事
業

を
財
産
権
者
の
同
意
を
得
る

こ
と
な
く
進
め
れ
ば
、
憲
法

二
九
条

一
項
違
反
に
な
り
、

不
法
行
為
に
な
る
。

憲
法

二
九
条

三
項
は
、

「
私
有
財
産
は
、
正
当
な
補

償
の
下
に
、
こ
れ
を
公
共
の

た
め
に
用
ひ
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
し

で
き
る
か
ら
だ
。

Ｄ
　
岩
国

へ
の
厚
木
基
地

機
能
移
転
も
、
岩
国
基
地
を

空
母
艦
載
機
受
け
入
れ
可
能

な
施
設
に
つ
く
り
替
え
て
出

撃
体
制
を
整
え
た
う
え
、
厚

木
基
地

も
撤
去
せ
ず

に
残

す
。
そ
れ
は
空
母
艦
載
機
受

た
が

っ
て
、
公
共
事
業

・
公

益
事
業
を
実
施
す
る
さ
い
に

は
財
産
権
を
侵
害
す
る
に
は

損
失
補
償
が
必
要
に
な
る
。

漁
業
権
は

「漁
業
を
営
む

権
利
」
で
あ
り
、
生
活
に
密

着
し
た
経
済
的
権
利

で
あ

り
、
財
産
権
に
あ
た
る
。
漁

業
補
償
は
、
埋
立
等
の
事
業

に
よ
り
漁
業
権
と
い
う
財
産

権
が
侵
害
さ
れ
損
害
が
生
じ

る
た
め
に
、
損
害
を
受
け
る

も
の
に
予
め
支
払
わ
れ
る
補

償
だ
。
補
償
を
支
払
う
こ
と

な
く
事
業
を
実
施
し
て
損
害

が
生
じ
た
ら
、
そ
の
事
業
は

不
法
行
為
に
な

っ
て
し
ま

う
。漁

業
補
償
を
受
け
る
者
は

「
損
失
を
受
け
る
者
」
で
あ

り

、

「
漁
業

を
営

む
者

」

だ
。自

由
漁
業
、
許
可
漁
業
に

入
れ
機
能
を
持
つ
基
地
を
も

う

一
つ
増
や
す
こ
と
が
狙
い

だ
。
し
か
も
米
軍
基
地
で
実

施
し
て
い
た
Ｆ
ｌ５
戦
闘
機
訓

練
も
最
初
は
米
軍
基
地
三
カ

所
だ
け
だ

っ
た
が

「基
地
負

担
の
軽
減
」
と
称
し
て
自
衛

隊
基
地
六
カ
所
を
米
軍
訓
練

場
と
し
て
提
供
し
、
訓
練
場

を
九
カ
所
に
増
や
し
た
。

普
天
間
基
地
の
辺
野
古
移

転
も

「
普
天
間
の
危
険

除

去
」
は
口
実
で
、
実
際
は
老

朽
基
地
を
日
本
に
金
を
出
さ

せ
て
最
新
式
の
基
地
に
つ
く

り
替
え
さ
せ
る
計
画
だ
。
在

沖
米
軍
の
グ
ア
ム
移
転
も
真

の
狙
い
は

「
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

の
標
的
に
な
る
第

一
列
島
線

よ
り
も
安
全
な
グ
ア
ム

ヘ
米

軍
司
令
部
と
家
族
だ
け
移
転

さ
せ
て
お
く
」
と
い
う
も
の

だ

っ
た
。

つ

い
て
は

「
漁
業

を
営

む

者
」
は
明
ら
か
に

「許
可
漁

業
を
営
む
漁
民
」
だ
。
共
同

漁
業
に
つ
い
て
は
、
漁
協
が

免
許
を
受
け
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
漁
協
み
ず
か
ら
は
共

同
漁
業
を
営
ま
ず
、
共
同
漁

業
権
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
関

係
地
区
に
住
む
組
合
員
が
共

同
漁
業
を
営
む
。
よ

っ
て
、

「
共
同
漁
業
を
営
む
者
」
は

「
関

係

地

区

に

住

む

組

合

員
」
で
あ
り
、
漁
協
で
は
な

熊
本
氏
は
、
し
た
が

っ
て

事
業
者
が
公
共
事
業
を
実
施

す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
実
際

に
漁
業
を
営
む
漁
民
す
べ
て

の
同
意
が
な
け
れ
ば
、

一
部

の
漁
協
幹
部
が
同
意
し
て
も

そ
れ
は
憲
法
違

反

の
不
法

行
為

に
な
る
と

の
べ
て

い

る
。

座
間
市
長
は
次
の
市
長
選
出

馬
を
と
り
や
め
た
。
こ
う
し

た
動
き
は
基
地
建
設
を
認
め

な
い
首
長
が
当
選
す
れ
ば
、

市
民
も
ろ
と
も
兵
糧
攻
め
で

首
を
締
め
上
げ
、
力
ず
く
で

基
地
建
設
を
容
認
さ
せ
る
強

権
支
配

の
何
も

の
で
も

な

い
。
し
か
も
米
軍
再
編
馨
″措

法
は
二
〇

一
七
年
二
月
末
ま

で
の
時
限
立
法
だ

っ
た
が
、

期
限
切
れ
と
同
時
に
有
効
期

限
を
二
〇
二
七
年
二
月
末
ま

で
に
延
長
し
て
い
る
。

自
衛
隊
肉
弾

に
す
る
体
制

Ｄ
　
こ
う
し
て
第

一
段
階

の
米
軍
再
編
計
画
を
強
引
に

進
め
た
う
え
で
新
た
に
着
手

し
た
の
が
馬
毛
島

へ
の
米
空

母
艦
就

螂

酬
績
場

建
設
や
佐

賀
空
港

へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
計
画
だ

っ
た
。
」聖

】島
を

め
ぐ

っ
て
は
二
〇

一
一
年
六

月
の
日
米
２
十
２
合
意
文
書

で

「馬
毛
島
が
検
討
対
象
」

「
米
軍
の
空
母
艦
載
機
離
発

着
訓
練
の
恒
久
的
な
施
設
と

し
て
使
用
さ
れ
る
」
と
明
記

し
た
。
佐
賀
関
連
で
は
二
〇

一
四
年
七
月

に
安
倍

政
府

（
当
時
）
が
佐
賀
空
港
に
陸

自
駐
屯
地
を
併
設
し
て
オ
ス

プ
レ
イ
を

一
七
機
配
備
す
る

計
画
を
う
ち
出
し
た
の
が
始

ま
り
だ
。

こ
れ
は
米
軍
司
令
部
の
移

転
や
岩
国

へ
の
厚
木
基
地
移

転
な
ど
大
規
模
な
米
軍
再
編

計
画
を
終
え
、
今
度
は
自
衛

隊
を
肉
弾
と
し
て
活
用
す
る

体
制
作
り
に
乗
り
出
す
と
い

う
動
き
だ

っ
た
。

そ
の
た
め
安
倍
政
府
は
二

〇

一
五
年
九
月
、
「
集
団
的

自
衛
権
の
容
認
」
を
盛
り
込

ん
だ
安
保
関
連
法
を
成
立
さ

せ
た
。
こ
れ
は

「米
軍
が
攻

撃
さ
れ
た
／
」
と
な
れ
ば
、

自
衛
隊
が
自
動
参
戦
す
る
集

団
的
自
衛
権

の
行
使
を
認

め
、
自
衛
隊
を
米
軍
の
身
代

わ
り
で
戦
地
に
投
入
す
る
た

め
の
法
律
だ

っ
た
。

Ｃ
　
こ
の
法
律
を
つ
く

っ

て
以
後
、
「
北
朝
鮮
や
中
国

の
ミ
サ
イ
ル
か
ら
守
る
」

「
台
湾
有
事
の
と
き
日
本
の

国
境
離
島
を
守
る
」
と
い

っ

て
南
西
諸
島

・
九
州
地
域
で

自
衛
隊
部
隊
の
創
設
に
拍
車

を
か
け
た
。
二
〇

一
六
年
以

後
の
主
な
動
き
を
見
る
と
、

長
崎
県
に
は

「
日
本
版
海
兵

隊

」
と
呼
ば
れ
る
陸
自
水
陸

機
動
団
、
サ
イ
バ
ー
戦
を
た

た
か
う
陸
自
電
子
戦
部
隊
、

陸
自
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
部
隊

を
配
備
。
熊
本
県
に
も
陸
自

電
子
戦
部
隊
、
陸
自
ミ
サ
イ

ル
部
隊
を
配
備
し
た
。
鹿
児

島
県
で
は
奄
美
地
域

へ
陸
自

警
備
隊
、
陸
自
地
対
艦
ミ
サ

イ
ル
部
隊
、
陸
自
地
対
空
ミ

サ
イ
ル
部
隊
を
配
備
し
て
い

る
。Ａ

　
顕
著
な
の
は
沖
娘
¨
・

南
西
諸
島
地
域
の
増
強
だ
。

沖
縄
本
島
に
は
巨
大
な
在
日

米
軍
基
地
に
加
え
て
陸
自
警

戒
管
制
団
や
陸
自
電
子
戦
部

隊
を
配
備
し
た
。
さ
ら
に
宮

古
島
に
は
陸
自
事警
備
隊
と
陸

自
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊
を

新
設
し
、
与
那
国
島
に
は
陸

自
沿
岸
監
視
隊
、
空
自
警
戒

隊
を
新
設
。
陸
自
警
居
腰

一を

新
設
し
た
石
垣
島
に
は
、
陸

自
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
部
隊
と

陸
自
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
部
隊

を
移
転
さ
せ
る
計
画
だ
。

こ
の
九
州

一
帯
か
ら
南
西

諸
島
に
つ
ら
な
る
自
衛
隊
部

隊
の
創
設
は
台
湾
周
辺
を
ミ

サ
イ
ル
部
隊
で
と
り
囲
み
、

台
湾
有
事
が
勃
発
す
れ
ば
長

崎
に
配
備
し
た
水
陸
機
動
団

を
佐
賀
空
港
に
配
備
し
た
オ

ス
プ
レ
イ
に
乗
せ
て
戦
地
に

送
り
込
む
た
め
の
軍
事
配
置

だ
。佐

賀
や
大
刀
洗
は
か
つ
て

特
攻
隊
を
送
り
込
む
拠
点
に

な

っ
た
。
現
在
進
行
し
て
い

る
の
も
そ
れ
と
同
じ
軍
事
配

置
だ
。
こ
う
し
た
攻
撃
体
制

の
強
化
を
放
置
す
れ
ば
、
近

隣
諸
国
と
の
軍
事
緊
張
は
高

ま
る

一
方
で
、
い
ず
れ
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
よ
う
に
な
る
危
険

性
は
高
い
。
そ
う
な
れ
ば
日

本
全
土

が
標
的

に
さ
れ
る

が
、
と
り
わ
け
地
上
戦
闘
員

を
送
り
込
む
拠
点
と
な
る
佐

賀
な
ど
は
真

っ
先
に
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
の
標
的
に
な
る
の
は

避
け
ら
れ
な
い
。

（
二
面
に
つ
づ
く
）

佐
賀
空
港

へ
の
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
計
画
を
め
ぐ
り
、
空

港
建
設
時
に
自
衛
隊
と
の
空

港
共
用
を
否
定
し
た
協
定
を

県
と
結
ん
で
い
た
佐
賀
県
有

明
海
漁
協
が
協
定
の
見
直
し

に
応
じ
る
こ
と
を
決
め
た
、

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
自
衛
隊
と
の
空

港
共
用
や
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

は
漁
業
に
損
害
を
与
え
る
か

ら
こ
そ
協
定
が
結
ば
れ
た
の

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ

れ
ら
を
認
め
る
か
否
か
を
決

め
ら
れ
る
の
は
、
漁
業
を
営

ん
で
お
り
、
損
害
を
被
る
漁

転
な
ど

「
基
地

縮
小
」

「
負
担

軽
減
」
の
よ
う

な

内

容

も

あ

る
。
だ
が
米
軍

再
編

計
画
長
天

の
肝
は
陸
海
空

自
衛
隊
を
丸
ご

と
米
軍
の
直
接

指

揮

下

に

置

き
、
日
本
全
土

を
沖
縄
化
す
る

こ
と
だ

っ
た
。

こ
の
こ
ろ
米

軍

は

「
対

テ

口
」
を
口
実
に
開
始
し
た
イ

ラ
ク
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
ヘ

の
侵
略
戦
争
で
犠
牲
者
が
続

出
し
た
う
え
、
米
国
内
で
も

反
戦
行
動
が
拡
大
し
、
米
軍

入
隊
者
が
減
り
、
地
上
戦
要

員
不
足
に
直
面
し
て
い
た
。

こ
こ
で
日
米
政
府
が
編
み
出

民

（組
合
員
）
で
あ
る
。
漁

業

の
免
許
を
受
け
る
だ
け

で
、
漁
業
を
営
ん
で
い
な
い

漁
協
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
で

は
な
い
。

漁
協
が
、
協
定
の
見
直
し

を
す
る
に
は
、
漁
協
の
役
員

等
の

一
部
に
諮
る
の
で
は
な

く
、
見
直
し
に
と
も
な
い
漁

業
損
害
を
受
け
る
組
合
員
全

員
に
諮
り
、
そ
の
同
意
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上

な
お
、
熊
本

一
規
氏
は
今

年
七
月
に

『権
利
に
基
づ
く

し
た
の
が
、
日
本
に
米
陸
軍

司
令
部
を
移
し
、
そ
こ
に
自

衛
隊
司
令
部
も
統
合
す
る
計

画
だ

っ
た
。
こ
う
す
れ
ば
約

一
四
万
人
い
る
陸
上
自
衛
隊

員
を
す
べ
て
米
軍
傘
下
に
お

さ
め
る
こ
と
が
で
き
、

一
気

に
地
上
戦
要
員
不
足
を
解
消

有
明
海
で
ノ
リ
養
殖
を
お
こ
な
う
漁
師
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神
奈
川
、
石
川
、
広
島
、
山

口
、
福
岡
、
宮
崎
、
鹿
児

島
、
沖
縄
等

一
二
都
道
県
の

約
九
〇
市
町
村
が
反
対
姿
勢

を
示
し
、
六
道
県
の
約
七
〇

市
町
村
は
議
会
が
米
軍
再
編

計
画
反
対
の
意
見
書
や
決
議

を
可
決
し
た
。
横
須
賀
基
地

へ
の
原
子
力
空
母
配
備
計
画

に
は
神
奈
川
県
や
横
須
賀
市

等
九
自
治
体
が
反
対
を
表
明

し
、
沖
縄
県
で
は
全
自
治
体

の
約
半
数
と
な
る
三
二
自
治

体
が
米
軍
再
編
反
対
の
意
見

書
や
決
議
を
可
決
し
た
。
岩

国
市
で
は
市
長
発
議
で
二
〇

〇
六
年
二
月
に
米
軍
再
編
の

賛
否
を
問
う
住
民
投
票
を
実

施
し
、
反
対
四
万
三
四
三
二

票
、
賛
成
五
三
六
九
票
、
無

効
八
七
九
票

（投
票
率
五
八

・
六
八
％
）
で
反
対
が
圧
倒

し
た
。

Ａ
　
こ
の
と
き
安
倍
政
府

（当
時
）
が
成
立
さ
せ
た
の

が
米
軍
再
編
特
措
法

（
二
〇

〇
七
年
八
月
施
行
）

だ

っ

た
。
そ
れ
は
米
軍
再
編
を
受

け
入
れ
、
計
画
に
従
順
に
従

う
自
治
体
だ
け
に
米
軍
再
編

交
付
金
を
支
給
す
る
法
律
だ

っ
た
。
防
衛
省
は
二
〇
〇
七

年

一
〇
月
に
再
編
交
付
金
の

交
付
対
象
と
な
る
三
二
市
町

を
告
示
し
、
米
軍
再
編
計
画

に
抵
抗
し
て
い
た
座
間
市
、

岩
国
市

、
名
護
市
、

鹿
屋

市
、
金
武
町
、
宣
野
座
村
、

恩
納
村
を
対
象
か
ら
除
外
し

た
。Ｂ

　
岩
国
市
で
は
米
軍
再

編
計
画
に
反
対
し
た
井
原
市

政

（
当
時
）
に
米
軍
再
編
交

付
金
を
支
給
し
な
い
だ
け
で

な
く
、
す
で
に
決
ま

っ
て
い

た
市
庁
舎
新
築
工
事

へ
の
補

助
金

三
五
億
円
も
凍
結
し

た
。
さ
ら
に
丼
原
市
長
が
提

出
し
た
〇
七
年
度
予
算
案
を

市
議
会
で
五
回
も
否
決
し
、

予
算
執
行
を
妨
害
し
た
。
こ

の
な
か
で
井
原
市
長
は

「市

民
に
信
を
問
う
」

と
辞
任

し
、
二
〇
〇
八
年
二
月
の
市

長
選
で
厚
木
基
地
移
転
容
認

を
掲
げ
る
現
福
田
市
長
が
当

選
し
た
。

そ
の
後
岩
国
市
は
米
軍
再

編
交

付
金
対
象
目
治
体
と
な

り
、
そ
れ
を
財
源
に
し
て
給

食
費
や
医
療
費
を
無
償
化
し

た
。
だ
が
こ
れ
は
岩
国
市
の

財
政
を
米
軍
再
編
交
付
金
依

存
に
変
え
、
米
軍
が
次
か
ら

次
に
押
し
付
け
る
基
地
増
強

を
拒
め
な
い
よ
う
に
縛
る
も

の
だ

っ
た
。

Ｃ
　
名
護
市
も
二
〇

一
〇

年
に
新
基
地
反
対
を
掲
げ
る

稲
嶺
進
市
長
が
誕
生
す
る
と

民
主
党
政
府

（
当
時
）
が
米

軍
再
編
交
付
金
を
全
額
ス
ト

ッ
プ
し
た
。
そ
の
た
め
名
護

市
の
財
政
は
ひ

っ
迫
し
、
交

付
金
で
実
施
予
定
だ

っ
た

一

二
事
業
の
う
ち
二
事
業
が
休

止
と
な
り

一
事
業
は
中
止
に

な

っ
た
。
だ
が
二
〇

一
八
年

に
自
公
が
推
薦
す
る
渡
具
知

市
長
が
当
選
す
る
と
米
軍
再

編
交
付
金
の
交
付
を
再
開
し

た
。
そ
れ
を
財
源
に
し
て
保

育
料
や
医
療
費
を
無
償
化
し

た
。
こ
れ
も

「
米
軍
再
編
計

画
を
認
め
な
け
れ
ば
い
つ
で

も
兵
糧
攻
め
に
す
る
」
と
い

う
対
応
だ

っ
た
。

Ａ
　
こ
う
し
た
圧
力
の
な

か
で
二
〇
〇
七
年

一
一
月
に

「
陸
自
の
キ

ャ
ン
プ

ハ
ン
セ

ン
共
同
使
用
反
対
」
を
表
明

し
て
い
た
金
武
町
、
宜
野
座

村
、
恩
納
村
が
受
け
入
れ
に

転
じ
た
。
キ
ャ
ン
プ
座
間
の

返
還
を
要
求
し

「基
地
恒
久

化
解
消
策
」
を
求
め
て
い
た



「キ

ュ
ー
バ
の
人
々
に
損
害

を
も
た
ら
す
ア
メ
リ
カ
の
政

策
へ
の
非
難
は
確
固
と
し
た

も
の
だ
」
と
の
べ
、
労
組
と
一

し
て
封
鎖
反
対
決
議
を
お
こ

な
い
、
キ

ュ
ー
バ

ヘ
の
医
療

援
助
と
し
て
一
万
が
を
寄
付

し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

キ

ュ
ー
バ
系
ア
メ
リ
カ
人

で
、
ア
マ
ゾ
ン
労
組
の
活
動

家
は

「国
際
港
湾
倉
庫
労
組

が
こ
こ
に
い
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
る
。
す
べ
て
の
労
組

員
は
、
キ

ュ
ー
バ

ヘ
の
違
法

行
為
に
反
対
す
る
立
場
を
と

る
よ
う
組
合
に
働

き
か
け

る
必
要
が

あ
る
」

と
訴

え

た
。

ジ
、
青
ア
ジ
、
カ
ン
パ
チ
、

イ
ト

ヨ
リ

、

黒
ム

ツ
、
甘

鯛
、

サ
ゴ

シ
、

ヤ
ズ
、
タ

イ
、
レ
ン
コ
ダ
イ
、
ワ
タ
リ

ガ
ニ
、
牡
蠣
と
多
彩
な
魚
が

並
ん
だ
。
価
格
が
も

っ
と
も

安
い
豆
ア
ジ
は
袋

一
杯
に
入

っ
て
二
〇
〇
円
。
黒
ム
ツ
は

七
匹
で
五
〇
〇
円
な
ど
。

一

〇
〇
〇
円
の
甘
鯛
は
真

っ
先

に
売
り
切
れ
て
し
ま

っ
た
。
ヽ

カ
マ
ス
も
人
気
だ

っ
た
と
い

う
。
当
初
は
丸
ご
と
の
販
売

だ

っ
た
が
、
今
回
か
ら
購
入

し
た
魚
を
捌
い
て
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

一
面
か
ら
続
く

基
地
強
奪
し

た
の
が
米
軍

Ｂ

だ
が
米
軍
一整
計̈
画

で
あ
ら
わ
に
な
っ
た
暴
力
的

な
基
地
強
奪
は
最
近
始
ま

っ

い
。
米
軍
は

れ
は
か
つ
て
の
戦
争
で
基

い
と
る
た
め
に
横
暴

い
大
量
殺
り
く
を

く
り
返
し
て
き
た
こ
と
で
も

っ
き
り
し
て
い
る
。

米
軍
に
よ
る
沖
縄

侵
政
作

戦
は

「
ア
イ
ス
バ
ー
グ
作

戦
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
は
沖

縄
を
奪
い
と

っ
て
日
本
を
単

独
占
領
し
、
中
国
侵
攻
の
拠

り

、
よ
り
買

い
や
す
く
な

っ

て
い
る
。
捌
く
担
当
は
、
料

理
の
上
手
な
組
合
員
だ
。
現

在
は
一
〇
人
弱
の
漁
業
者
が

グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
延
縄
、

引
き
縄
、
小
型
定
置
や
大
型

定
置
で
前
日
も
し
く
は
そ
の

日
の
朝
に
と
れ
た
魚
を
持
ち

寄
っ
て
い
る
。

「
ス
ズ
キ
を

一
本
捌
い
て

も
ら

っ
た
。
切
り
身
に
し
て

い
ろ
ん
な
食
べ
方
が
で
き
る

消
費
喚
起
効
果

の
実
感
乏
し
く

下
関
・商
品
券
事
業
終
了

下
関
市
は

「
コ
ロ
ナ
で
落

ち
込
ん
だ
経
済
を
活
性
化
さ

一
せ
る
た
め
に
消
費
喚
起
を
」

一
と
、
昨
年
に
続
き
二
回
目
の

〇
％
プ
レ

アヽ
ム
付
商
品

券
発
行
支
援
事
業
を
と
り
く

一
ん
だ
が
、
商
品
券
の
使
用
を

一
一
〇
月

二

一
日
で
終

了
し

一
た
。こ

の
う
ち
個
人
情
報
保
護

関
連
で
は
、
個
人
情
一麗

い護

体
制
を
全
国
統

一
仕
様
に
す

る
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
。
そ

れ
は
デ
ジ
タ
ル
庁
が
全
国
の

自
治
体
か
ら
あ
ら
ゆ
る
個
人

情
報
を
同

一
基
準
で
吸
い
上

げ
る
シ
ス
テ
ム
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
さ
ら
に
同
法
で
は
個

一
人
情
報

保
護
関
連
で

「
業
務

一　
の
遂
行
に
必
要
で
相
当
な
理

一　
由
の
あ
る
と
き
」
は
、
行
政

一　
機
関
が
本
人
の
同
意
な
し
で

一

個
人
情
報
の
日島

］外
利
用
が

）

で
き
る

こ
と
も
認

め
て
い

ユ　
た
。
そ
れ
は
デ
ジ
タ
ル
庁
が

¨

全
国
各
地
の
個
人
情
報
を
す

旧　
べ
て

一
元
管
理
し
、
そ
れ
を

い
警
察
の
捜
査
や
行
政
の
調
査

イ　
に
勝
手

に
活
用
出
来

る
よ

う

に
す
る
の
が
目
的
だ

っ

た
。

市
は
こ
の
事
業
で
、
三
〇

％
プ
レ
ミ
ア
ム
分
六
億
円
と

事
務
費

一
億
二
〇
〇
〇
万
円

分
の
合
計
七
億
二
〇
〇
〇
万

円
を
国
か
ら
の
コ
ロ
ナ
対
策

費
か
ら
補
助
金
と
し
て
交
付

し
た
。

商
品
券
は

一
セ

ッ
ト

一
万

円

で

一
万

三
〇
〇
〇
円
分

（
一
〇

〇

〇

円

券

が

一
三

枚
）
を

一
人
五
セ
ッ
ト
ま
で

購
入
で
き
る
も
の
。
中
小
店

舗
に
配
慮
し
、

一
セ
ッ
ト

一

こ
う
し
た
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

に
全
国
民
を
縛
り
つ
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
い
つ
で
も

職
歴
、
家
族
構
成
、
所
得
、

不
動
産
な
ど
の
資
産
情
報
、

今
ま
で
に
受

け
た
医
療
情

報
、
失
業
保
険
、
公
営
住
宅

を
借
り
た
記
録
、
児
童
扶
養

手
当
な
ど
各
種
手
当
て
、
生

命
保
険
、
個
人
の
銀
行
預
貯

金
、
住
宅
ロ
ー
ン
、
犯
罪
歴

な
ど
あ
ら
ゆ
る
個
人
情
報
を

国
が
管
理
で
き
る
体
制
に
な

る
。
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
や
図

書
館
カ
ー
ド
と
運
動
さ
せ
れ

ば

「
ど

こ
で
何
を
買

っ
た

か
」
「
ど
ん
な
本
を
読
ん
だ

か
」
ま
で
特
定
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

こ
れ
は
個
々
人
の
弱
み
を
総

合
的
に
把
握
し
、
国
家
権
力

に
反
抗
し
た
り
、
国
家
権
力

尉
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点
に
す
る
こ
と
が
目
的
だ

っ

た
。
こ
の
作
戦
に
基
づ
い
て

米
軍
は
沖
縄
に
空
母

一
六

隻
、戦
艦
八
隻
、巡
洋
艦

一
六

隻
、駆
逐
艦
一
〇
隻
、輸
送
艦

等
合
計
一五
〇
〇
隻
に
及
ぶ

軍
艦
と
約
五
五
万
人
の
兵
力

を
投
入
し
、
三
カ
月
に
わ
た

っ
て
艦
砲
射
撃
を
続
け
た
。

民
家
も
含
め
て
沖
縄
の
地
形

が
変
わ
る
ほ
ど
破
壊
し
つ
く

し
、
日
本
側
の
犠
牲
者
は

一

八
万
七
〇
〇
〇
人
に
及
ん

だ
。
そ
の
な
か
で
生
き
残

っ

た
住
民
を
み
な
収
用
所
に
閉

じ
込
め
て
い
る
隙
に
、
土
地

を
没
収
し
て
金
網
を
張
り
巡

ら
し
、
力
ず
く
で
奪
い
と

っ

た
の
が
在
沖
米
軍
基
地
だ
。

Ｃ
　
基
地
を
奪
う
た
め
の

無
差
別
殺
り
く
は
日
本
全
国

共
通
だ

っ
た
。
広
島
や
長
崎

か
ら
嬉
し
い
」
と
い
う
年
配

の
女
性
や
、
「
前
回
も
買

っ

て
よ
か

っ
た
か
ら
。

新
鮮

だ
」
と
い
う
近
隣
の
商
店
主

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
直
販
に

出
く
わ
し
て
常
連
に
な

っ
て

い
る
人
も
あ
れ
ば
、
買
い
物

で
偶
然
通
り
が
か
り
足
を
止

め
る
人
も
。
子
ど
も
連
れ
の

家
族
は
少
し
大
き
な
魚
を
捌

い
て
も
ら
い
、
「
新
鮮
そ
う

で
い
い
。
ス
ー
パ
ー
の
魚
と

三
枚
の
商
品
券
の
う
ち
、
中

小
規
模
店
舗
で
は

一
三
枚
す

べ
て
が
利
用
で
き
る
が
、
大

規
模
店
舗
は
六
枚
の
み
し
か

使
え
な
い
仕
組
み
だ
。
実
施

主
体
の
下
関
商
工
会
議
所
で

は
、
こ
れ
を
二
〇
万
セ
ッ
ト

準
備
し
、
応
募
者
多
数
の
た

め

に
抽
選

で
販
売

し
て
き

た
。大

型
店
舗
、
中
小
規
模
店

舗
な
ど
市
内
の

一
八
五
〇
店

が
商
品
券
の
取
扱
加
盟
店
と

内
部
の
悪
事
を
暴
い
た
り
し

た
場
合
は
す
ぐ
に
叩
き
潰
し

て
し
ま
う
た
め
の

「権
力
者

を
守
る
た
め
の
治
安
維
持
ツ

ー
ル
」
で
も
あ

っ
た
ピ

だ
が
国
民
の
な
か
で
の
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
所
持
が
進
ま
な

け
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
機
能
不

全
に
陥
る
脆
弱
性
も
持

っ
て

い
た
。
そ
の
た
め
自
民
党
政

府
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
交
付
開

始
後
、
あ
の
手
こ
の
手
で
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
普
及
に
励
み
、

甘
利
明
な
ど
は
経
済
再
生
担

当
相
の
と
き

「
満
面

の
笑

み
」
を
浮
か
べ
、
精

一
杯
の

美
声
で

「
♪
私
以
外
私
じ
ゃ

な
い
の
」
と
歌

っ
て
見
せ
、

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
取
得
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
。
し
か
し

「気
持

ち
悪
い
」
と
大
ひ
ん
し
ゅ
く

を
買
う
結
果
と
な

っ
た
。
そ

へ
の
原
爆
投
下

、
東
京
空

襲
、
全
国
空
襲
で
日
本
全
土

を
焼
き
尽
く
し
た
。
佐
賀
で

も
敗
戦
間
際
の
八
月
五
日
に

六
五
機
の
米
軍
機
が
押
し
寄

せ
て
爆
撃
し
四
〇
〇
戸
以
上

の
家

屋
を
焼
き
払

っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
血
な
ま
ぐ
さ

い
殺
り
く
を
経
て
建
設
し
た

の
が
全
国
の
米
軍
基
地
だ
。

こ
の
よ
う
な
大
量
殺
り
く
を

実
行
し
、

一
度
も
謝
罪
し
な

い
米
軍
が
日
本
の
国
民
を
守

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
今
度
は
在
日
米

軍
再
編
計
画
に
加
え
て
、
有

事
の
初
動
段
階
で
、
米
海
兵

隊
が
鹿
児
島
県
か
ら
沖
縄
の

南
西
諸
島
に
攻
撃
用
臨
時
拠

点
を
約
四
〇
カ
所
設
置
し
、

そ
こ
か
ら
対
艦
ミ
サ
イ
ル
で

洋
上
の
中
国
艦
隊
を
攻
撃
す

全
然
違
う
と
わ
か
る
。
捌
い

て
も
ら
え
る
か
ら
助
か
る
」

と
話
し
て
い
た
。

「
次
は
い
つ
あ
る
の
？
」

「
毎
週
あ
る
の
？
」
と
聞
く

人
も
多
い
。
こ
れ
ま
で
天
候

を
見
な
が
ら

一
週
間
ほ
ど
前

に
開
催
を
決
め
、
ゲ
リ
ラ
的

に
開
催
し
て
き
た
の
で
、
い

つ
開
催
さ
れ
る
の
か
知
り
た

い
と
い
う
市
民
も
増
え
て
き

て
い
る
。
直
販
グ
ル
ー
プ
で

る

「実
戦
シ
ナ
リ
オ
」
ま
で

具
体
化
し
て
い
る
。

米
国
は
日
本
を
占
領
し
た

と
き
か
ら
日
本
列
島
を

「米

本
土
防
衛
の
捨
て
石
」
「
対

ア
ジ
ア
侵
攻
の
拠
点
」
と
す

る
軍

事
戦
略
を
進

め
て
お

り
、
力
ず
く
で
奪

っ
た
基
地

を
米
軍
側
が
平
和
的
に
返
す

こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
。
そ

の
延
長
線
上
で
日
本
列
島
が

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
標
的
と
し

て
晒
さ
れ
る
危
険
が
現
実
間

題
と
し
て
迫

っ
て
い
る
。
佐

賀
や
馬
毛
島
で
進
行
す
る
住

民
を
無
視
し
た
暴
力
的
で
屈

辱
的
な
軍
備
増
強
は
日
本
列

島
全
体
が
抱
え
る
共
通
の
間

題
で
あ
り
、
全
国
的
に
結
東

し
た
行
動
で
覆
す
し
か
活
路

は
な

い
と

こ
ろ

に
き

て
い

る
。

は
、
今
後
、　
一
緒
に
と
り
く

む
漁
業
者
を
増
や
し
、
定
期

的
に
開
催
で
き
る
体
制
を
め

ざ
し
て
い
る
と
い
う
。

今
の
と
こ
ろ
は
不
定
期
の

開
催
と
な
る
た
め
、
唐
戸
周

辺
に
ポ
ス
タ
ー
が
張
り
出
さ

れ
る
の
に
注
目
し
て
お
い
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
。
問
い
合

わ
せ
は
〇
八
三
―
二
三

一
―

二

一
六
五

（
Ｃ
＆
Ｃ
　
清
水

氏
）
ま
で
。

な

っ
た
。

商
品
券
の
使
用
が
開
始
さ

れ
た
の
は
七
月
半
ば
。
中
小

規
模
店
舗
で
は
飲
食
店
や
食

料
品
を
扱
う
業
種
に
は
利
用

が
多
か

っ
た
。

し
か
し
飲
食
店
主
の
な
か

で
も
そ
の
後
円
安
が
進
む
な

か
で
、
「原
材
料
が
上
が
り
、

経
営

は
厳
し
く
な

っ
て
き

た
。
商
品
券
だ
け
で
解
決
で

き
る
状
況
で
は
な
か

っ
た
」

と
語
ら
れ
て
い
る
。
飲
食
以

の
な
か
で

「
カ
ネ
で
釣
る
」

手
法
に
走
り
、
そ
の
次
は
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
額
を

つ
り
上
げ
て
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

所
持
を
煽

っ
た
が
う
ま
く
い

か
ず
、
挙
げ
句
の
果
て
は
強

制
的
に
所
持
を
迫
る
し
か
な

く
な

っ
た
と
い
う
の
が
自
民

党
政
府
の
あ
か
ら
さ
ま
な
姿

で
あ
る
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
普
及
の
た

め
に
男

行
厘
俗

い証
を
廃
止
す

る
強
引
な
対
応
は
、
も
は
や

自
民
党
政
府
に
は

一
つ
の
政

策
を
実
行
に
移
す
と
き
、
そ

の
利
便
性
や
必
要
性
を
国
民

に
き
ち
ん
と
説
明
し
て
支
持

を
得
る
こ
と
も
出
来
な
い
政

府
の
現
状
を
映
し
出
し
て
い

る
。

（
つ
づ
く
）

外
の
物
販
店
で
は
当
初
か
ら

商
品
券

の
使
用
が

少
な

い

か
、
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
と

一

こ
ろ
も
あ
る
。　
　
　
　
　
　
一

ま
た
、
個
人
商
店
主
か
ら

共
通
し
て
語
ら
れ
る
の
は
、

商
品
券
を
現
金
に
換
金
す
る

こ
と
の
難
し
さ
だ
。
あ
る
店

主
は
、
「
商
店
街
で
の
換
金

が
月
に

一
回
だ
け
と
い
う
の

は
き
つ
か

っ
た
。
月
末
の
取

引
先

へ
の
支
払
い
は
二
〇
日

頃
か
ら
始
ま
る
が
、
券
の
換

金
日
は
月
初
め
の
た
め
支
払

い
に
は
間
に
合
わ
な
い
。
銀

行
で
換
金
す
る
場
合
で
も
換

金
は
月
に
二
～
三
回
ま
で
。

そ
の
間
、
個
人
店
は
自
腹
で

建
て
替
え
る
し
か
な
い
が
、

そ
れ
も
厳
し
く
な

っ
て
い
る

の
が
実
情
だ
。
せ
め
て
毎
週

一
回
換
金

で
き
れ
ば

い
い

が
」
と
訴
え
て
い
た
。

市
は
現
在
、
全
取
扱
加
盟

店
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
開
始
し
て
い
る
。
そ
の
な

か
で
換
金
に
つ
い
て
、
「
今

後
、
商
品
券
事
業
を
お
こ
な

う
場
合
に
、
取
扱
加
盟
店
に

換
金
手
数
料
等
の
経
費
を

一

部
負
担
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
実
施
が
困
難
と
な
る
こ

・
と
も
考
え
ら
れ
る
」
旨
が
記

一
載
さ
れ
て
お
り
、
商
店
主
か

一
ら
は
困
惑

の
声
も
出

て
い

一
る
。

田
馴
醐
蹴
一

■
月
　

ヽ
フ

ア
メ
リ
カ

で
は
呼
吸
器

疾
患
に
苦
し

む
乳
幼
児
や

小
児
が
各
地

の
小
い袈
句病

院

に

殺

到

し
、
病
床
が

バ
ン
ク
状
態

と
な
る
前
例

の
な
い
危
機

的
な
状
況
に

陥

っ
て
い
る
。

呼
吸
器
疾
患
の
多
く
が
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス

（
呼
吸
器
合
胞
体
ウ
イ
ル
ス
）

の
感
染
症
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
異
な
り
、
ま
だ
ワ

ク
チ
ン
が
未
開
発
で
あ
る
。
Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
は
、
通
常
は
軽
い
カ
ゼ
の
よ

う
な
症
状
が
あ
る
だ
け
だ
が
、
幼
児

に
肺
炎
や
気
管
支
炎
を
引
き
起

こ

し
、
呼
吸
能
力
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
、生
命
を
脅
か
す
可
能
性
が
あ
る
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
は
め
ず
ら

し
い
も

の
で
は
な

い
が
季
節
性
の

も
の
で
、
通
常
は
晩
秋
か
ら
冬
に
か

ア
メ
リ
カ
で
看
護
師
が
人
員
増
要
求

看
護
の
た
め
の
十
分
な
ス
タ
ッ
フ
配
置
を
要
求

し
て
行
動
す
る
オ
ハ
イ
オ
州
の
看
護
師
（二
月
）

医

療

ス

タ

ッ

フ

の

不
足
が
悪
化
招
く

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
原

因
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染

拡
大
に
よ

っ
て
免
疫
系
が

損
傷
し
て
い
る
可
能
性
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
バ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

も
と
で
の
二
年
あ
ま
り
の
マ
ス
ク
生

活
の
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
の
免
疫

保
護
の
能
力
が
低
下
し
て
お
り
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
が
終
わ

っ
た
と
し
て
マ

ス
ク
を
は
ず
し
た
こ
と
な
ど
が
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
今
の
小
児
医
療
の

危
機
的
状
況
の
な
か
で
、
そ
れ
は
全

体
的
な
問
題
の

一
部
で
し
か
な
い
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
医
療
ス
タ

ッ
フ
が
決
定
的
に
不

足
し
て
お
り
、
そ
れ
が

一
層
深
刻
化

し
て
い
る
。
ベ
ッ
ド
は
あ

っ
て
も
そ

れ
に
配
置
で
き
る
ス
タ

ッ
フ
が
足
ら

け
て
ピ
ー
ク
に
な
る
の
が
、
今
年
は

早
い
時
期
か
ら
感
染
が
広
が
り
、
九

月
以
降
に
爆
発
的
に
増
え
て
い
る
。

コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
州
の
小
児
医
療
セ

ン
タ
ー
の
主
任
医
師
は

「九
月
初
旬

か
ら
急
増
し
た
。
私
た
ち
の
病
院
で

は
小
児
科
の
入
院
用
患
者
ベ
ッ
ド
は

三
つ
の
フ
ロ
ア
に
そ
れ
ぞ
れ
二
五
床

ず

つ
あ
り
、
二
八
床
ま
で
拡
張
で
き

る
が
す
べ
て
い

っ
ば
い
だ
」
と
の
ベ

て
い
る
。
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る

子
ど
も
や
心
臓
に
欠
陥
の
あ
る
子
ど

も
は
、
さ
ら
に
悪
化
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
危
惧
し
て
い
る
。

米
保
健
福
祉
省
に
よ
る
と
現
在
、

ア
メ
リ
カ
の
小
児
病
院
の
ベ
ッ
ド
の

四
分
の
三
が
埋
ま

っ
て
い
る
。
ロ
ー

ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
で
は
す
で
に
小
児

病
院
の
ベ
ッ
ド
が
九
九
％
埋
ま

っ
て

お
り
、
テ
キ
サ
ス
州
で
は
九

一
％
、

ミ
ズ
ー
リ
州
で
は
八
九
％
な
ど
、
満

杯
と
な

っ
て
い
る
。

シ
ア
ト
ル
小
児
病
院
で
は
、
緊
急

治
療
室
の
収
容
患
者
が
二
〇
〇
％
に

達
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
最
大
の
小
児
科

病
院
で
あ
る
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
一ス
プ

ィ
小
児
病
院
で
は
、
緊
（螢

個
清
窒

・へ

の
患
者
が
こ
こ
数
日

で
倍
増
し
、
待
ち
時

間
が
最
大
六
時
間
と

な

っ
た
。
小
児
科
の

病
棟
と
ス
タ
ッ
フ
が

不
足
し
て
い
る
主
要

都
市
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
シ
カ
ゴ
、
ニ

ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
、
デ

ト
ロ
イ
ト
な
ど
軒
並

・み
で
あ
る
。
こ
の
た

め
全
米
各
地
の
病
院

は
、
緊
急
時
対
応
計

画
に
頼
り
、
病
気
の

子
ど
も
を
他
の
州
″

送

っ
て
治
療
を
受
付

さ
せ
た
り
、
他
の
診

療
科
の
病
棟
に
ス
ペ

ー
ス
を
つ
く

っ
た
ｎ

し
て
い
る
。

小児病院がバ ンク
アメリカ全土で危機的

呼吸器感染症拡大で

な
い
の
で
あ
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
立
小
児
病
院
料

声
明
を
出
し
、
「
こ
の
病
気
の
急
】

は
、
全
国
的
な
医
療
従
事
者
の
不
ロ

に
よ

っ
て
悪
化
し
て
い
る
」
と
警
″

し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
新
型
一

ロ
ナ
禍
の
前
か
ら
看
護
師
な
ど
の
一

タ

ッ
フ
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
二

が
、
二
〇

一
九
年
以
来
看
護
師
の
一

職
率
は
五
〇
％
も
増
加
し
た
。
ア
、

リ
カ
の
看
護
師
の
総
数
は
二
〇
二
（

年
か
ら
二
〇
二

一
年
に
か
け
て

一
一

万
人
以
上
減
少
し
、
過
去
四
〇
年
一

で
最
大
と
な

っ
た
。
そ
し
て
退
職

の
多
く
が
三
五
歳
未
満
で
あ

っ
た

退
職
の
原
因
は
、
燃
え
尽
き
症

群
、
ト
ラ
ウ
マ
、
極
度
の
疲
労
に

る
も
の
で
、
ス
タ

ッ
フ
不
足
が
解

さ
れ
な
い
こ
と
が
さ
ら
に
加
速
さ

て
い
る
。
看
護
師
を
は
じ
め
と
す

医
療
従
事
者
は
、
ス
タ

ッ
フ
不
足

解
消
を

一
貫
し
て
訴
え
、
た
た
か

て
き
た
。


